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平
成
二
十
一
年
二
月
三
日
（
火
曜
日
） 

出 
席 

議 

員 

（
三
十
三
名
） 

第   
一     

番 
 
 
 
 
 
 

小 

林 

治 

晴 

君 
第   
二     

番 
 
 
 
 
 
 

寺 

沢 

小
百
合 

さ
ん 

第   
三     
番 

 
 
 
 
 
 

池 

田 
 
 

清 

君 

第   

四     
番 

 
 
 
 
 
 

小 

林 

紀
美
子 

さ
ん 

第   

六     

番 
 
 
 
 
 
 

町 

田 

伍
一
郎 

君 

第   

七     

番 
 
 
 
 
 
 

小 

林 

義 

和 

君 

第 
 

八 
 

 

番 
 
 
 
 
 
 

原 

田 

誠 

之 

君 

第 
 

九  
 

番 
 
 
 
 
 
 

松 

木 

茂 

盛 

君 

第 
 

十    

番 
 
 
 
 
 
 

内 
山 

国 

男 

君 

第 

十
一   

番 
 
 
 
 
 
 

田 

中 
清 

隆  

君 

第 

十
二   

番 
 
 
 
 
 
 

石 

坂 

郁 
雄  
君 

第 

十
三   

番 
 
 
 
 
 
 

永 

井 

康 

彦  
君 

第 

十
四   

番 
 
 
 
 
 
 

豊 

田 

清 

寧  
君 

第 

十
五   

番         
 

  

善 

財 

文 

夫  

君 

第 

十
六 

 

番 
 
 
 
 
 
 

田 

沢 

佑 

一 

君 

第 

十
七   

番 
 
 
 
 
 
 

西 

澤 

今
朝
人 

君 

第 

十
八   

番 
 
 
 
 
 
 

和 

田 

英 

幸 

君 

第 

十
九 

 

番 
 
 
 
 
 
 

池 

田 

博 

武 

君 

第 

二
十 

 

番 
 
 
 
 
 
 

円 

尾 

美
津
子 

さ
ん 

第 

二
十
一 

番 
 
 
 
 
 
 

冨 

田 

義 

仁  

君 
   

第 

二
十
二 

番 
 
 
 
 
 
 

小 

渕 
 
 

晃  

君 

   

第 

二
十
三 

番 
 
 
 
 
 
 

黒 

岩 

喜
一
郎 

君 
 
 

第 

二
十
四 

番 
 
 
 
 
 
 

篠 

原 
 
 

誠 

君 

第 

二
十
五 

番 
 
 
 
 
 
 

清 

水 

嘉 

夫 

君 

第 

二
十
六 

番 
 
 
 
 
 
 

牛 

越 

富 

男 

君 
  

第 

二
十
七 

番   
 
 

      

関 

塚 

賢
一
郎  

君 
   

第 

二
十
八 

番 
 
 
 
 
 
 

峯 

村 
 
 

勉 

君 
   

第 

二
十
九 

番 
 
 
 
 
 
 

清 

水 

勝 

義 

君 

第 

三
十 

 

番 
 
 
 
 
 
 

渡 

辺 

康 

男  

君 
   

第 

三
十
一 

番 
 
 
 
 
 
 

久
保
田 

良 

一 

君 
 
 

第 

三
十
二 

番 
 
 
 
 
 
 

堀 

内 

ま
ゆ
み  

さ
ん 

 
 

第 

三
十
三 

番 
 
 
 
 
 
 

相 

澤 

龍 

右 

君 
 
 

第 

三
十
四 

番 
 
 
 
 
 
 

山 

浦 

幸
一
郎 

君 

欠
席
議
員
（
一
名
） 

第   

五 
   

番 
 
 
 
 
 
 

三 

井 

経 

光 

君 
 

説
明
の
た
め
会
議
に
出
席
し
た
理
事
者 

広
域
連
合
長
（
長
野
市
長
） 

 
 

鷲 

澤 

正 

一  

君 

副
広
域
連
合
長 

 
 
 
 
 
 
 

酒 

井 
 
 

登  

君 

会
計
管
理
者 

 
 
 
 
 
 
 
 

中 

澤 

潤 

一 

君 

理
事
（
須
坂
市
長
） 

 
 
 
 
 

三 

木 

正 

夫 

君 

理
事
（
千
曲
市
長
） 

 
 
 
 
 

近 

藤 

清
一
郎 

君 
理
事
（
坂
城
町
長
） 

 
 
 
 
 

中 

沢 
 
 

一 

君 
小
布
施
町
副
町
長 

 
 
 
 
 

 

冨 

岡 

良 

夫 

君 
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理
事
（
高
山
村
長
） 

 
 
 
 
 

久
保
田 

勝 

士 

君 

理
事
（
信
州
新
町
長
） 

 
 
 
 

中 

村 
 
 

靖 

君 
理
事
（
信
濃
町
長
） 

 
 
 
 
 

松 

木 

重 

博 

君 
理
事
（
小
川
村
長
） 

 
 
 
 
 

大
日
方 

茂 

木 

君 

理
事
（
中
条
村
長
） 

 
 
 
 
 

久
保
田 

元 

夫 

君 

理
事
（
飯
綱
町
長
） 

 
 
 
 
 

遠 

山 

秀 

吉 

君 

公
務
の
た
め
欠
席
し
た
理
事
者 

理
事
（
小
布
施
町
長
） 

 
 
 
 

市 

村 

良 

三 

君 
 

 

説
明
の
た
め
会
議
に
出
席
し
た
職
員 

（
事 

務 

局 

職 

員
） 

 
 

事
務
局
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

松 

橋 
良 

三 

君 
 
 

事
務
局
次
長
兼
福
祉
課
長 

 
 
 

寺 

澤 

清 
充 

君 

事
務
局
次
長
兼
環
境
推
進
課
長 

 

塚 

田 

潤 

一 
君 

 
 

総
務
課
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

小 

島 

章 

夫 

君 
 
 

総
務
課
主
幹 

 
 
 
 
 
 
 
 

和 

田 

秀 

晴 

君 

環
境
推
進
課
建
設
推
進
室
長 

 
 

土 

屋 

文 

治 

君 

総
務
課
課
長
補
佐 
 
 
 
 
 
 

庭 

山 
 
 

透 

君 

福
祉
課
課
長
補
佐 

 
 
 
 
 
 

山 

﨑 

幸 

孝 

君 
 
 

環
境
推
進
課
課
長
補
佐 

 
 
 
 

山 

﨑 

千 

裕 

君 

総
務
課
係
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

花 

形 

武 

彦 

君 

総
務
課
係
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

新 

井 

芳 

美 

さ
ん 

福
祉
課
係
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

中 

島 
 
 

威 

君 

環
境
推
進
課
係
長 

 
 
 
 
 
 

小 

池 

啓 

道 

君 

環
境
推
進
課
建
設
推
進
室
係
長 

 

八 

町 
 
 

充 

君 
 

 

職
務
の
た
め
会
議
に
出
席
し
た
職
員 
 
 

総
務
課
主
査 

 
 
 
 
 
 
 
 

高 

柳 

博 

昭 

君 
 
 

総
務
課
主
査 

 
 
 
 
 
 
 
 

池 

田 

順 

英 

君 
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議 
 
 

事 
 
 

日 
 
 

程 
  

一 
開
会
、
開
議 

一 

会
期
の
決
定 

 

一 

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名 

 

一 

諸
般
の
報
告 

 

一 

議
会
第
一
号
上
程
、
提
案
者
説
明
、
質
疑
・
討
論
省
略
、
採
決 

 

一 

議
案
第
一
号
か
ら
議
案
第
五
号 

一
括
上
程
、
理
事
者
説
明
、
質
疑
、
委
員
会
付
託 

一 

議
案
第
六
号
上
程
、
理
事
者
説
明
、
採
決 

一 

委
員
長
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一 

委
員
長
報
告
に
対
す
る
質
疑
、
討
論
、
採
決 

一 

広
域
連
合
長
あ
い
さ
つ 

 

一 

閉
会 

  
 
 
 
 
 

午
後
一
時
三
十
分 

開
会 

  

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 

た
だ
い
ま
の
と
こ
ろ
、
出
席
議
員
数
は
三
十
二
名
で 

 

ご
ざ
い
ま
す
。 

    

よ
っ
て
、
会
議
の
定
足
数
に
達
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
よ
り
、
平
成
二
十
一

年
二
月
長
野
広
域
連
合
議
会
定
例
会
を
開
会
致
し
ま
す
。 

   
 
 
 
 

午
後
一
時
三
十
分 

開
議 

  

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 

本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。 

本
日
の
欠
席
通
告
議
員
は
、
五
番 

三
井
経
光
君 

の
一
名
で
あ
り
ま
す
。 

会
期
の
決
定
を
議
題
と
致
し
ま
す
。 

 
 

本
定
例
会
の
会
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
会
運
営
委
員
会
の
意
見
を
徴
し
ま
し
た

結
果
、
本
日
一
日
と
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

  
 
 
 

（「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

よ
っ
て
、
会
期
は
本
日
一
日
と
決
定
致
し
ま
し
た
。 

 
 

な
お
、
日
程
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元
に
配
布
の
と
お
り
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
御
了
承
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

次
に
、
会
議
録
署
名
議
員
を
御
指
名
申
し
上
げ
ま
す
。 

九
番 

松
木
茂
盛
君
、
二
十
六
番 

牛
越
富
男
君
、
以
上
、
二
名
の
方
を
御
指
名

致
し
ま
す
。 

こ
の
際
、
諸
般
の
報
告
を
致
し
ま
す
。 

 

監
査
委
員
か
ら
、
平
成
二
十
年
十
月
分
か
ら
十
二
月
分
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計

の
例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
議
長
の
手
元
に
報
告
書
が
ま
い
っ
て
お
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り
ま
す
の
で
、
御
報
告
致
し
ま
す
。 

そ
れ
で
は
議
事
に
入
り
ま
す
。 

初
め
に
、
議
会
第
一
号 

長
野
広
域
連
合
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
を
議
題
と
致
し
ま
す
。 

提
出
者
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。 

七
番 

小
林
義
和
君
。 

 

○
七
番
（
小
林
義
和
君
） 

私
か
ら
、
議
会
第
一
号
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

議
会
第
一
号 

長
野
広
域
連
合
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
議
会
活
動
の
範
囲
の
明
確
化
を
図
る
た
め
、
地
方
自
治
法
が

改
正
さ
れ
、
議
案
の
審
査
又
は
議
会
の
運
営
に
関
し
協
議
又
は
調
整
を
行
う
た
め
の

場
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
規
定
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
改
正
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
改
正
の
内
容
は
、
協
議
又
は
調
整
を
行
う
場
を
、「
全
員
協
議
会
」、

「
委
員
会
協
議
会
」、「
市
町
村
代
表
者
会
議
」
と
定
め
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

以
上
で
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 

以
上
で
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。 

 
 

お
諮
り
致
し
ま
す
。 

本
件
に
関
し
て
は
、
質
疑
、
討
論
、
委
員
会
付
託
を
省
略
し
て
、
直
ち
に
採
決
に

入
り
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

  
 
 
 

（「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

よ
っ
て
、
直
ち
に
採
決
に
入
り
ま
す
。 

採
決
を
行
い
ま
す
。 

議
会
第
一
号 

長
野
広
域
連
合
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
本
件

を
原
案
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
挙
手
を
求
め
ま
す
。 

 

（
賛
成
者
挙
手
） 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 

全
員
賛
成
と
認
め
ま
す
。 

よ
っ
て
、
原
案
の
と
お
り
決
し
ま
し
た
。 

次
に
、
議
案
第
一
号
か
ら
議
案
第
五
号 

以
上
五
件
、
一
括
議
題
と
致
し
ま
す
。 

 
 

理
事
者
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。 

広
域
連
合
長 

鷲
澤
正
一
君
。 

 

 

（
九
番 

松
木
茂
盛
君 

着
席
） 

 

○
広
域
連
合
長
（
鷲
澤
正
一
君
） 

開
会
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
前
に
、
一
言 

 

申
し
上
げ
ま
す
。 

既
に
新
聞
報
道
等
で
御
承
知
の
こ
と
と
は
存
じ
ま
す
が
、
長
野
県
市
町
村
職
員
共

済
組
合
の
施
設
利
用
助
成
券
不
正
使
用
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
連
合
職
員 

 
三
十
八
人
が
、
不
正
に
二
十
六
万
七
千
円
の
助
成
を
受
け
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
行
為
で
あ
り
、
大
変
遺
憾
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

改
め
て
、
こ
こ
に
謝
罪
申
し
上
げ
ま
す
。 
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本
連
合
と
致
し
ま
し
て
は
、
関
係
職
員
及
び
所
属
長
に
対
し
、
文
書
に
よ
り
厳
重 

注
意
処
分
す
る
と
と
も
に
、
助
成
を
受
け
た
二
十
六
万
七
千
円
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
人
か
ら
徴
収
し
、
一
月
三
十
日
に
全
額
組
合
へ
返
還
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
綱
紀
の
粛
正
に
は
十
分
心
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。 

議
員
各
位
に
は
、
御
心
配
を
お
掛
け
し
た
こ
と
を
改
め
て
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。 

本
日
、
こ
こ
に
平
成
二
十
一
年
二
月
長
野
広
域
連
合
議
会
定
例
会
を
招
集
致
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
様
に
は
時
節
柄
な
に
か
と
お
忙
し
い
中
、
御
出
席
を
い
た

だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
提
出
致
し
ま
し
た
議
案
な
ど
の
審
議

に
つ
き
ま
し
て
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

開
会
に
当
た
り
ま
し
て
、
本
連
合
の
事
務
事
業
の
当
面
す
る
諸
課
題
等
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。 

始
め
に
、
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
連
合
で
は
、
御
承
知
の
と
お
り
圏
域
内
三
か
所
に
お
い
て
、
ご
み
処
理
施
設
の

建
設
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

最
初
に
、
長
野
市
に
建
設
予
定
の
Ａ
焼
却
施
設
の
進
捗
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

現
在
、
県
条
例
の
規
定
に
則
り
、
環
境
影
響
評
価
に
係
る
所
定
の
手
続
き
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
十
二
月
十
七
日
に
は
、
Ａ
焼
却
施
設
に
関
す

る
初
め
て
の
「
長
野
県
環
境
影
響
評
価
技
術
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
連

合
か
ら
は
、
事
業
と
環
境
影
響
評
価
方
法
書
の
概
要
に
つ
い
て
御
説
明
致
し
ま
し
た

が
、
あ
わ
せ
て
、
委
員
の
皆
様
に
よ
る
現
地
調
査
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
昨
年
末
に
は
、
方
法
書
の
公
告
・
縦
覧
、
意
見
募
集
が
終
了
致
し
ま
し
た

が
、
提
出
さ
れ
た
意
見
書
は
六
件
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
書
及
び
本
連
合

の
見
解
書
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
月
二
十
九
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
県
の
技
術
委
員

会
に
お
い
て
、
方
法
書
と
あ
わ
せ
て
質
疑
が
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
後
の
予
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
県
の
技
術
委
員
会
で
御
審
議
い
た

だ
き
ま
し
て
、
今
年
度
末
に
は
知
事
意
見
を
い
た
だ
き
、
来
年
度
の
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
に
環
境
影
響
評
価
の
現
況
調
査
に
着
手
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 次

に
、
千
曲
市
に
建
設
予
定
の
Ｂ
焼
却
施
設
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

千
曲
市
で
は
、昨
年
十
月
二
十
五
日
か
ら
十
二
月
十
七
日
ま
で
の
間
、「
千
曲
市
ご

み
焼
却
施
設
建
設
地
検
討
委
員
会
」
が
五
か
所
の
建
設
候
補
地
を
選
定
し
た
経
過
に

つ
き
ま
し
て
、
全
市
を
対
象
と
し
た
住
民
説
明
会
を
計
十
九
回
、
地
元
区
及
び
そ
の

周
辺
区
並
び
に
小
学
校
区
単
位
で
開
催
致
し
ま
し
た
。 

説
明
会
で
は
、
住
民
の
皆
様
か
ら
、
選
定
方
法
に
関
す
る
疑
問
や
厳
し
い
御
意
見

を
多
々
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
御
意
見
に
つ
き
ま
し
て
は
、
き
ち
ん

と
整
理
し
、
千
曲
市
か
ら
委
員
会
へ
御
報
告
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

今
後
の
予
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
委
員
会
に
よ
る
先
進
地
視
察
や
候
補
地
の
現
地

調
査
等
を
経
て
、
更
に
候
補
地
の
絞
込
み
を
進
め
、
今
年
度
末
頃
を
目
途
に
、
一
定

の
御
報
告
を
ま
と
め
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す 

次
に
、
須
坂
市
に
建
設
予
定
の
最
終
処
分
場
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

平
成
十
八
年
二
月
に
「
須
高
地
区
最
終
処
分
場
適
地
選
定
委
員
会
」
が
選
定
し
た

米
子
区
二
か
所
の
候
補
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
米
子
地
区
自
然
環
境
を
守
る
会
」を

窓
口
と
し
て
、
二
年
半
余
り
に
渡
り
、
須
坂
市
が
交
渉
を
重
ね
て
き
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
十
二
月
の
新
聞
報
道
な
ど
で
既
に
御
承
知
の
こ
と
と
存
じ
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ま
す
が
、
須
坂
市
で
は
、
地
元
の
皆
さ
ん
の
絶
対
反
対
の
意
向
が
大
変
強
硬
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
交
渉
経
過
な
ど
を
熟
慮
し
た
結
果
、
米
子
区
の
二
か
所

に
つ
い
て
は
候
補
地
と
し
て
断
念
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

本
連
合
と
致
し
ま
し
て
も
、
誠
に
残
念
で
あ
り
、
大
変
に
厳
し
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
が
、
須
坂
市
の
決
定
を
尊
重
し
、
引
き
続
き
候
補
地
選
定
の
支
援
を
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
格
段
の
御
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

な
お
、
新
た
な
候
補
地
選
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
選
定
委
員
会
が
抽
出
し
た
他
の

候
補
地
や
そ
れ
以
外
の
適
地
に
つ
い
て
、
今
後
は
、
須
坂
市
が
中
心
と
な
っ
て
検
討

を
行
い
、
来
年
度
の
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
候
補
地
を
決
定
す
る
予
定
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

ま
た
、
須
坂
市
で
は
、
あ
わ
せ
て
最
終
処
分
場
に
対
す
る
嫌
悪
感
や
不
安
感
の
払

拭
が
大
変
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
本
年
一
月
か
ら
二
月
に
開
催
さ
れ
る
区
の

総
会
等
に
職
員
が
出
席
し
、
最
終
処
分
場
の
安
全
性
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
後
も
、
先
進
地
視
察
や
あ
ら
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
広
報
活
動
を
積
極
的

か
つ
継
続
的
に
行
い
、
住
民
理
解
を
促
進
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
と
お
聞
き
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
本
連
合
も
須
坂
市
と
一
体
と
な
っ
て
協
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
国
の
ご
み
処
理
施
設
整
備
に
対
す
る
「
循
環
型
社
会
形
成
推
進
交
付
金
」

の
手
続
き
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
ほ
ぼ
予
定
ど

お
り
に
進
ん
で
き
て
お
り
ま
す
。 

昨
年
十
二
月
十
六
日
に
は
、
環
境
省
、
長
野
県
、
関
係
市
町
村
等
の
担
当
者
の 

 

皆
様
に
御
出
席
い
た
だ
き
ま
し
て「
長
野
地
域
循
環
型
社
会
形
成
推
進
地
域
協
議
会
」

を
開
催
し
、
将
来
の
ご
み
量
、
ご
み
減
量
計
画
、
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
計
画
な
ど

に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
会
議
結
果
を
踏
ま
え
、
先
月
十
九
日
付
で
、
県
を
通
じ
て
「
長
野
地
域
循
環

型
社
会
推
進
地
域
計
画
」
を
環
境
省
に
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
順
調
に

ま
い
り
ま
す
と
、
年
度
内
に
は
、
環
境
省
か
ら
計
画
承
認
を
い
た
だ
き
、
来
年
度
以

降
実
施
を
予
定
し
て
い
る
対
象
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
交
付
金
が
受
け
ら
れ
る
見

込
み
で
あ
り
ま
す
。 

以
上
、
ご
み
処
理
施
設
建
設
事
業
の
進
捗
状
況
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

各
施
設
と
も
大
変
厳
し
い
状
況
に
ご
ざ
い
ま
す
。議
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

今
後
も
一
層
の
御
理
解
と
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

次
に
、
高
齢
者
福
祉
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

高
齢
者
福
祉
施
設
は
、
利
用
者
の
重
度
化
に
伴
う
医
療
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
増
加

し
た
重
度
認
知
症
の
利
用
者
へ
の
対
応
な
ど
、
直
面
す
る
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま

す
。 ま

た
、
介
護
現
場
を
支
え
る
介
護
・
看
護
職
員
の
確
保
は
深
刻
さ
を
増
し
て
お
り

ま
す
。 

昨
年
十
二
月
二
十
六
日
、
厚
生
労
働
大
臣
の
諮
問
機
関
、
社
会
保
障
審
議
会
が
、

平
成
二
十
一
年
度
の
介
護
報
酬
改
定
を
舛
添
厚
生
労
働
大
臣
に
答
申
を
致
し
ま
し
た
。 

答
申
の
内
容
は
、
介
護
従
事
者
の
人
材
確
保
や
処
遇
改
善
を
柱
と
し
て
、
介
護
報

酬
を
三
パ
ー
セ
ン
ト
ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
も
の
で
、
プ
ラ
ス
改
定
は
平
成
十
二
年
度

の
介
護
保
険
制
度
導
入
以
来
初
め
て
と
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

厳
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
介
護
事
業
者
に
と
り
ま
し
て
は
、
待
望
の
プ
ラ

ス
改
定
で
は
あ
り
ま
す
が
、
内
容
的
に
は
有
資
格
者
の
比
率
や
立
地
条
件
の
設
定
な
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ど
、
き
め
細
か
く
加
算
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
本
連
合
に
ど
の
よ
う
に 

 

影
響
す
る
の
か
は
、
ま
だ
不
明
な
点
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
今
後
詳
細
な
内
容
が
示

さ
れ
ま
し
た
ら
、
分
析
の
う
え
、
増
収
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

 
 

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、新
年
度
に
お
い
て
は
利
用
者
の
よ
り
良
い
生
活
の
た
め
、

安
心
で
き
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
と
も
に
、
本
年
一
月
に 

策
定
し
ま
し
た
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
二
十
三
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る
「
収
支
改

善
計
画
」
に
基
づ
き
、
健
全
な
運
営
に
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

次
に
、
本
連
合
の
高
齢
者
福
祉
施
設
の
社
会
福
祉
法
人
化
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。 

 
 

昨
年
十
一
月
の
議
会
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
法
人
「
長
野
南
福
祉
会
」
を
七
二
会

荘
の
移
管
先
と
し
て
選
定
し
た
こ
と
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
円
滑
な
事
務
処
理
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
長
野
南
福
祉
会
と
の
間
で

協
議
を
重
ね
、
引
き
継
ぎ
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
定
め
た
「
基
本
協
定
書
」
を 

 
 
 
 
 

一
月
三
十
日
に
締
結
致
し
ま
し
た
。 

今
後
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
の
移
管
に
向
け
、
こ
の
基
本
協
定
書
に
基
づ

き
、
移
管
事
務
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
が
、
移
管
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
利
用
者
家

族
、
地
域
住
民
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
に
十
分
に
説
明
を
申
し
上
げ
、
ま
た
、
相

談
を
申
し
上
げ
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 

次
に
、
介
護
認
定
審
査
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
審
査
判
定
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
合
計
一
万 

九
千
五
百
四
十
八
件
で
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
様
の
件
数
で
推
移
し
て
お
り
、
平
成 

二
十
一
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
ほ
ぼ
同
様
に
推
移
す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 

な
お
、
平
成
二
十
一
年
四
月
の
介
護
保
険
制
度
改
正
で
は
、
要
介
護
認
定
に
つ
い

て
全
般
的
な
見
直
し
が
行
わ
れ
、
認
定
調
査
項
目
や
審
査
の
参
考
指
標
が
変
更
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
認
定
調
査
員
や
審
査
会
委
員
の
研
修
を
行
な
う
と
と
も
に
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
早
急
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年
度
の
制
度
創
設
以

来
、
認
定
申
請
に
基
づ
く
審
査
判
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
給
付
対
象
と
な

る
障
害
者
の
新
規
申
請
が
一
通
り
済
ん
だ
た
め
、
年
間
の
審
査
件
数
は
徐
々
に
減
少

し
、
昨
年
四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
審
査
判
定
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
三
百
九
十

一
件
で
、
前
年
度
同
期
と
比
較
し
ま
す
と
十
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。 

平
成
二
十
一
年
度
の
審
査
判
定
件
数
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
初
年
度
の
十
八
年
度
に

認
定
を
受
け
た
方
々
が
認
定
有
効
期
間
の
三
年
を
経
過
し
更
新
の
時
期
と
な
る
た
め
、

新
規
申
請
と
併
せ
て
年
間
千
四
百
件
程
度
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。 

介
護
及
び
障
害
程
度
区
分
の
認
定
審
査
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
制
度
の
見
直
し
等

に
機
敏
に
対
応
し
な
が
ら
、
今
後
と
も
、
公
平
公
正
で
迅
速
な
審
査
判
定
が
さ
れ
る

よ
う
審
査
会
の
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

次
に
、
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
事
業
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
連
合
が
設
置
し
て
お
り
ま
す
十
億
円
の
長
野
地
域
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
の

果
実
に
よ
り
実
施
致
し
ま
す
「
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新

年
度
に
お
い
て
も
、
基
金
の
効
率
的
な
運
用
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
情
報
発
信
や

住
民
の
交
流
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
の
た
め
の
ソ
フ
ト
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。 

 
 

さ
て
、
総
務
省
に
お
い
て
は
、
市
町
村
合
併
の
進
展
に
よ
り
、
広
域
市
町
村
圏
を
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構
成
す
る
市
町
村
が
著
し
く
減
少
し
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
現
行
の
広
域
市
町
村

圏
施
策
を
、
本
年
度
を
持
っ
て
廃
止
し
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
新
た
に
定
住
自
立

圏
構
想
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 
 

長
野
地
域
に
お
い
て
は
、
昭
和
四
十
六
年
に
現
在
の
十
一
市
町
村
を
範
囲
と
す
る

広
域
市
町
村
圏
の
指
定
を
受
け
、
今
日
ま
で
四
十
年
弱
に
わ
た
り
広
域
市
町
村
圏
と

し
て
、
長
野
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
振
興
施
策
を
進
め
て
ま
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。 

ま
た
、
平
成
四
年
に
は
、
広
域
市
町
村
圏
の
う
ち
日
常
社
会
生
活
圏
と
し
て
の 

 

一
体
性
が
あ
り
、
自
立
的
発
展
が
見
込
め
る
地
域
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
要
件
と
し
た

「
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
」
の
指
定
を
受
け
、
同
時
に
十
億
円
の
基
金
を
造
成
し
、
各

種
ソ
フ
ト
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。 

 
 

新
た
な
定
住
自
立
圏
構
想
は
、
従
来
の
広
域
市
町
村
圏
の
よ
う
に
、
そ
の
範
囲
を

県
が
指
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
一
定
の
課
題
に
つ
い
て
、
地
域
の
中
心
と
な
る
市

と
そ
の
周
辺
の
市
町
村
が
自
主
的
に
、
個
々
に
協
定
を
結
び
連
携
・
協
力
し
、
圏
域

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

こ
の
た
め
、今
後
も
現
行
の
広
域
市
町
村
圏
を
継
続
す
る
か
、あ
る
い
は
廃
止
し
、

一
定
の
課
題
に
つ
い
て
個
々
に
協
定
を
結
び
連
携
を
図
っ
て
い
く
か
に
つ
い
て
は
、

市
町
村
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

長
野
広
域
連
合
と
致
し
ま
し
て
は
、
今
後
の
基
金
の
取
扱
い
な
ど
を
含
め
て
、
関

係
市
町
村
と
十
分
検
討
を
行
い
、
早
い
時
期
に
方
向
性
を
出
す
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

以
上
、
平
成
二
十
年
度
の
主
要
事
業
と
当
面
す
る
諸
課
題
等
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
し
た
が
、
今
日
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や
市
町
村
合
併
の
進
展
等
は
、
今
後
の

長
野
広
域
連
合
の
運
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

こ
れ
ら
趨
勢
の
中
で
、
広
域
連
合
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
果
た
す
べ
き
役

割
に
つ
い
て
、
常
に
最
良
の
あ
る
べ
き
姿
を
検
討
し
な
が
ら
進
め
る
と
と
も
に
、
懸

案
事
項
の
解
決
を
は
じ
め
、
諸
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 

引
き
続
き
、
議
員
各
位
の
御
指
導
、
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
日
提
出
い
た
し
ま
し
た
案
件
は
、
平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
予
算
の
ほ
か
、

五
件
で
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
事
案
件
は
私
か
ら
、
そ
の
他
の
案

件
は
副
広
域
連
合
長
か
ら
説
明
申
し
上
げ
ま
す
の
で
、十
分
な
御
審
議
を
い
た
だ
き
、

御
決
定
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、開
会
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

 
 
 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 

副
広
域
連
合
長 

酒
井
登
君
。 

 

○
副
広
域
連
合
長
（
酒
井
登
君
） 

私
か
ら
、
本
定
例
会
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
各
議

案
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

別
冊
「
予
算
書
」
の
一
ペ
ー
ジ
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 
 

初
め
に
、
議
案
第
一
号
「
平
成
二
十
一
年
度
長
野
広
域
連
合
一
般
会
計
予
算
」
に

つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

第
一
条
に
お
い
て
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
七
億
八
百 

二
十
七
万
八
千
円
と
し
第
二
条
に
お
い
て
、
地
方
自
治
法
第
二
百
十
四
条
の
規
定
に

よ
り
、
債
務
を
負
担
す
る
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
、
期
間
及
び
限
度
額
を

四
ペ
ー
ジ
の
「
第
二
表 

債
務
負
担
行
為
」
の
と
お
り
と
定
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 
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次
に
、
第
三
条
に
お
い
て
、
地
方
自
治
法
第
二
百
三
十
五
条
の
三
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
、
一
時
借
入
金
の
借
り
入
れ
の
最
高
額
を
一
億
円
と
定
め
さ
せ
て
い
た
だ
く

も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

次
に
、
第
四
条
に
お
い
て
、
地
方
自
治
法
第
二
百
二
十
条
第
二
項
た
だ
し
書
の

規
定
に
よ
る
歳
出
予
算
の
流
用
は
、
人
件
費
に
過
不
足
が
生
じ
た
場
合
、
同
一
款
内

で
の
各
項
の
間
の
流
用
を
お
認
め
い
た
だ
く
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

三
ペ
ー
ジ
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 
 

第
一
表 

歳
入
歳
出
予
算
の「
歳
出
」か
ら
款
を
追
っ
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

第
一
款 

議
会
費
二
百
九
十
四
万
七
千
円
は
、
議
会
活
動
に
要
す
る
諸
経
費
を
計

上
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

第
二
款 

総
務
費
一
億
九
百
八
十
五
万
一
千
円
の
う
ち
第
一
項 

総
務
費
一
億 

九
百
四
十
三
万
二
千
円
は
、
総
務
課
職
員
の
人
件
費
な
ど
一
般
管
理
的
経
費
を
計
上

し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

第
二
項 

監
査
委
員
費
二
十
二
万
五
千
円
、
第
三
項 
公
平
委
員
会
費
十
一
万 

九
千
円
、
第
四
項 

選
挙
管
理
委
員
会
費
七
万
五
千
円
に
つ
き
ま
し
て
は
、
監
査
及

び
各
委
員
会
の
事
務
執
行
に
要
す
る
経
費
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

第
三
款 

民
生
費
一
億
五
千
百
八
十
万
九
千
円
の
う
ち
第
一
項 

施
設
管
理
費 

千
五
百
五
十
六
万
八
千
円
は
、
老
人
ホ
ー
ム
等
福
祉
施
設
の
運
営
管
理
に
係
る
職
員

の
人
件
費
が
主
な
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

第
二
項 

老
人
ホ
ー
ム
入
所
判
定
委
員
会
費
十
一
万
九
千
円
は
、
養
護
老
人
ホ
ー

ム
に
係
る
入
所
判
定
委
員
会
の
開
催
に
要
す
る
経
費
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

第
三
項 

認
定
審
査
会
費
一
億
三
千
六
百
十
二
万
二
千
円
は
、「
介
護
認
定
審
査

会
」
及
び
「
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
」
の
開
催
に
要
す
る
経
費
を
計
上
し
た
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

第
四
款 

衛
生
費 

第
一
項 

環
境
推
進
費
二
億
二
千
五
百
七
十
五
万
四
千
円
は
、

長
野
市
に
建
設
の
Ａ
焼
却
施
設
の
環
境
影
響
評
価
の
実
施
に
係
る
業
務
委
託
料
な
ど
、

ご
み
処
理
施
設
三
施
設
の
建
設
に
係
る
経
費
を
計
上
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

第
五
款 

第
一
項 

公
債
費
二
億
千
七
百
四
十
一
万
七
千
円
は
、
老
人
ホ
ー
ム
及

び
旧
長
野
広
域
病
院
の
建
設
の
際
に
借
り
入
れ
た
地
方
債
等
の
元
金
及
び
利
子
の
償

還
費
を
計
上
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

第
六
款 

第
一
項 

予
備
費
五
十
万
円
に
つ
き
ま
し
て
は
、
緊
急
時
の
や
む
を
得

な
い
支
出
に
備
え
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

次
に
、
左
側
の
二
ペ
ー
ジ
「
歳
入
」
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

第
一
款 

分
担
金
及
び
負
担
金 

第
一
項 

負
担
金
三
億
八
千
六
百
五
十
一
万 

五
千
円
は
、
規
約
に
規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
負
担
率
に
基
づ
く
、
関
係
市
町
村
か
ら

の
負
担
金
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

第
二
款 

国
庫
支
出
金 

第
一
項 

国
庫
補
助
金
二
千
十
一
万
六
千
円
は
、
長
野

市
に
建
設
の
Ａ
ご
み
焼
却
施
設
の
環
境
影
響
評
価
業
務
な
ど
に
対
す
る
国
の
補
助
金

を
見
込
ん
だ
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

第
三
款 

財
産
収
入 

第
一
項 

財
産
運
用
収
入
五
百
六
十
七
万
七
千
円
は
、
長

野
松
代
総
合
病
院
に
貸
し
付
け
て
お
り
ま
す
旧
長
野
広
域
病
院
の
土
地
、
建
物
に
係

る
貸
付
収
入
及
び
財
政
調
整
基
金
の
運
用
利
子
を
計
上
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

第
四
款 

繰
入
金 

第
一
項 

基
金
繰
入
金
二
億
八
百
四
十
五
万
七
千
円
は
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
の
際
に
借
り
入
れ
た
地
方
債
等
の
償
還
費
の
財
源
と
し

て
、
財
政
調
整
基
金
を
繰
り
入
れ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

第
五
款 
第
一
項 

繰
越
金
八
千
七
百
四
十
四
万
一
千
円
は
、
前
年
度
か
ら
の
繰
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越
金
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

第
六
款 

諸
収
入
七
万
二
千
円
の
う
ち
、
第
一
項 

預
金
利
子
一
千
円
は
歳
計
現

金
の
預
金
利
子
、
次
の
第
二
項 

雑
入
七
万
一
千
円
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
活
保
護

受
給
者
の
要
介
護
認
定
審
査
に
係
る
市
町
村
か
ら
の
受
託
料
収
入
な
ど
で
ご
ざ
い
ま

す
。 以

上
で
、
一
般
会
計
予
算
の
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。 

 
 

三
十
九
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

次
に
、
議
案
第
二
号
「
平
成
二
十
一
年
度
長
野
広
域
連
合
老
人
福
祉
施
設
等
運
営

事
業
特
別
会
計
予
算
」
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

こ
の
特
別
会
計
は
、
本
連
合
が
運
営
し
て
お
り
ま
す
養
護
老
人
ホ
ー
ム
二
施
設
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
八
施
設
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
三
施
設
、
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
一
箇
所
の
管
理
運
営
予
算
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

第
一
条
に
お
い
て
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
十
九
億 

六
千
四
百
四
十
四
万
三
千
円
と
し
、
第
二
条 

歳
出
予
算
の
流
用
に
つ
い
て
は
、
人

件
費
に
過
不
足
が
生
じ
た
場
合
、
同
一
款
内
で
の
各
項
の
間
の
流
用
を
お
認
め
い
た

だ
く
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

四
十
一
ペ
ー
ジ
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 
 

第
一
表 

歳
入
歳
出
予
算
の「
歳
出
」か
ら
款
を
追
っ
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

第
一
款 

民
生
費
二
十
九
億
六
千
四
百
四
十
四
万
三
千
円
の
う
ち
、
第
一
項 

養

護
老
人
ホ
ー
ム
松
寿
荘
運
営
費
二
億
三
千
六
百
五
十
七
万
一
千
円
は
、
養
護
老
人
ホ

ー
ム
松
寿
荘
の
施
設
運
営
に
係
る
一
般
管
理
的
経
費
及
び
定
員
百
名
に
係
る
賄
材
料

費
な
ど
利
用
者
の
生
活
費
を
計
上
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

第
二
項 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
に
し
な
寮
運
営
費
一
億
七
千
四
百
七
十
八
万
六
千

円
は
、
施
設
運
営
に
係
る
一
般
管
理
的
経
費
及
び
定
員
六
十
名
に
係
る
生
活
費
を
計

上
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

第
三
項 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
運
営
費
二
十
三
億
九
千
百
十
九
万
二
千
円
は
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
八
施
設
の
施
設
運
営
に
係
る
一
般
管
理
的
経
費
及
び
定
員 

五
百
五
十
六
名
に
係
る
生
活
費
を
計
上
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

第
四
項 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
運
営
費
一
億
三
千
八
百
七
十
九
万
三
千
円

は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
三
施
設
の
施
設
運
営
に
係
る
一
般
管
理
的
経
費
及
び

利
用
者
の
生
活
費
を
計
上
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

第
五
項 

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
費
四
百
六
十
九
万
三
千
円
は
、
長
野
市

か
ら
運
営
を
受
託
し
て
お
り
ま
す
戸
隠
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
係
る

人
件
費
な
ど
の
一
般
管
理
的
経
費
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

第
六
項 

財
産
管
理
費
千
八
百
四
十
万
八
千
円
は
財
政
調
整
基
金
の
運
用
利
子

を
同
基
金
に
積
み
立
て
る
た
め
の
積
立
金
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

次
に
左
側
の
四
十
ペ
ー
ジ
「
歳
入
」
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

第
一
款 

サ
ー
ビ
ス
収
入
二
十
五
億
五
千
八
百
六
十
三
万
六
千
円
の
う
ち
、
第
一

項
の
介
護
給
付
費
収
入
二
十
一
億
四
千
二
十
万
三
千
円
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
係
る

介
護
保
険
か
ら
の
収
入
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

第
二
項
の
自
己
負
担
金
収
入
四
億
千
八
百
四
十
三
万
三
千
円
は
、
同
じ
く
介
護
サ

ー
ビ
ス
に
係
る
利
用
者
本
人
か
ら
の
負
担
金
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

第
二
款 

分
担
金
及
び
負
担
金 

第
一
項 

負
担
金
三
億
四
百
二
十
六
万
円
は
、

主
に
養
護
老
人
ホ
ー
ム
二
施
設
に
係
る
市
町
村
か
ら
の
措
置
費
負
担
金
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

第
三
款 
財
産
収
入 

第
一
項 

財
産
運
用
収
入
千
八
百
四
十
万
八
千
円
は
、
財
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政
調
整
基
金
の
運
用
に
よ
る
利
子
収
入
を
見
込
ん
だ
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

第
四
款 

第
一
項 

寄
附
金
一
万
円
は
、
各
施
設
に
対
す
る
寄
附
金
で
ご
ざ
い
ま

す
。 第

五
款 
繰
入
金 

第
一
項 

基
金
繰
入
金
五
千
六
百
六
十
五
万
一
千
円
は
、
財

政
調
整
基
金
を
施
設
の
運
営
費
の
財
源
と
し
て
繰
り
入
れ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

第
六
款 

諸
収
入
二
千
六
百
四
十
七
万
八
千
円
の
う
ち
第
一
項 

受
託
事
業
収
入 

千
七
百
七
十
六
万
一
千
円
は
、
戸
隠
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
若
槻
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
運
営
に
係
る
受
託
事
業
収
入
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

第
二
項 

雑
入
八
百
七
十
一
万
七
千
円
は
、
職
員
の
給
食
費
徴
収
金
な
ど
の
雑
収

入
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

以
上
で
、
老
人
福
祉
施
設
等
運
営
事
業
特
別
会
計
予
算
の
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。 

続
い
て
、
百
十
七
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

議
案
第
三
号
「
平
成
二
十
一
年
度
長
野
広
域
連
合
長
野
地
域
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏

事
業
特
別
会
計
予
算
」
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

こ
の
特
別
会
計
は
、
本
連
合
が
設
置
し
て
お
り
ま
す
十
億
円
の
「
ふ
る
さ
と
市
町

村
圏
基
金
」
の
運
用
益
に
よ
る
、
各
種
ソ
フ
ト
事
業
の
実
施
に
係
る
予
算
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

 
 

第
一
条
に
お
い
て
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
九
千
六
百 

九
十
三
万
七
千
円
と
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

百
十
九
ペ
ー
ジ
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

第
一
表 

歳
入
歳
出
予
算
の
「
歳
出
」
か
ら
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

第
一
款 

第
一
項 

広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
事
業
費
九
千
六
百
四
十
三
万
七
千

円
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
ふ
る
さ
と
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」、「
ふ
れ
あ
い
探
訪
事
業
」

な
ど
広
域
活
動
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
実
施
に
係
る
経
費
の
ほ
か
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
に
つ
い
て
、「
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
」へ
の
積
立
金
を
計
上
し
た
も
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。 

第
二
款 

予
備
費
五
十
万
円
は
、
緊
急
時
の
や
む
を
得
な
い
支
出
に
備
え
る
も
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。 

次
に
左
側
百
十
八
ペ
ー
ジ
の
「
歳
入
」
に
つ
き
ま
し
て
、
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

第
一
款 

財
産
収
入 

第
一
項 

財
産
運
用
収
入
九
百
四
十
五
万
二
千
円
は
、

「
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
」
の
運
用
か
ら
生
ず
る
利
子
収
入
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

第
二
款 

繰
入
金 

第
一
項 

一
般
会
計
繰
入
金
八
千
二
百
四
十
一
万
九
千
円
は
、

一
般
会
計
へ
貸
し
付
け
て
お
り
ま
す
「
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
」
の
一
般
会
計
か

ら
の
元
金
償
還
金
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

第
三
款 

第
一
項 

繰
越
金
四
百
五
十
二
万
六
千
円
は
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金

で
ご
ざ
い
ま
す
。 

第
四
款 

諸
収
入 

第
一
項 

雑
入
五
十
四
万
円
は
、「
ふ
れ
あ
い
探
訪
事
業
」の

参
加
者
か
ら
の
負
担
金
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

以
上
で
議
案
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
三
号
の
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。 

次
に
、「
議
案
書
」
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

議
案
第
四
号
「
平
成
二
十
年
度
長
野
広
域
連
合
一
般
会
計
補
正
予
算
」
に
つ
い
て

御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

補
正
予
算
書
の
一
ペ
ー
ジ
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 
今
回
の
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
に
、
そ
れ
ぞ
れ
七
百
六
十
四
万
二
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
七
億
八
千
四
百
三
十
万
円
と
す
る
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。 
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補
正
の
内
容
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
二
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。 第

一
表 

歳
入
歳
出
予
算
補
正
の
う
ち
、
下
段
の
「
歳
出
」
か
ら
御
説
明
申
し
上

げ
ま
す
。 

第
三
款 
民
生
費 

第
三
項 

認
定
審
査
会
費 

補
正
額
七
百
六
十
四
万
二
千
円

の
追
加
は
、
平
成
二
十
一
年
度
の
要
介
護
認
定
制
度
改
正
に
伴
う
、
既
存
の
介
護
認

定
審
査
シ
ス
テ
ム
の
改
修
費
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

次
に
、
上
段
の
「
歳
入
」
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
第
一
款 

分
担
金
及
び
負
担
金 

第

一
項 

負
担
金 

補
正
額
七
百
六
十
四
万
二
千
円
の
追
加
は
、
介
護
認
定
審
査
シ
ス

テ
ム
の
改
修
費
に
伴
う
、
関
係
市
町
村
か
ら
の
負
担
金
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

以
上
で
、
補
正
予
算
の
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。 

次
に
、
議
案
第
五
号
「
長
野
広
域
連
合
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
者
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
に
つ
い
て
、
御
説
明
申
し

上
げ
ま
す
。 

こ
れ
は
、地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、「
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
の
支
給
等

に
関
す
る
規
定
」
を
改
め
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

改
正
の
主
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
議
員
の
報
酬
」
及
び
「
費
用
弁
償
」
の
支

給
方
法
に
つ
い
て
、
他
の
行
政
委
員
会
の
委
員
等
の
規
定
か
ら
分
離
し
、
報
酬
の
名

称
を
「
議
員
報
酬
」
に
改
め
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

以
上
、
平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
予
算
、
平
成
二
十
年
度
一
般
会

計
の
補
正
予
算
及
び
条
例
案
件
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

 

よ
ろ
し
く
御
審
議
の
上
、
御
決
定
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 

以
上
で
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。 

 
 

こ
れ
よ
り
議
案
質
疑
に
入
り
ま
す
。 

 
 

議
案
の
質
疑
は
、
議
案
第
一
号 

平
成
二
十
一
年
度
長
野
広
域
連
合
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て
は
、
歳
出
か
ら
各
款
ご
と
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

そ
の
他
の
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
議
案
ご
と
に
一
括
し
て
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

な
お
、
御
発
言
に
当
た
り
ま
し
て
は
議
席
番
号
及
び
氏
名
を
お
願
い
し
ま
す
。 

    

そ
れ
で
は
、
質
疑
に
入
り
ま
す
。 

議
案
第
一
号 

平
成
二
十
一
年
度
長
野
広
域
連
合
一
般
会
計
予
算 

第
一
条 

第

一
表 

歳
入
歳
出
予
算 

歳
出
か
ら
行
い
ま
す
。 

第
一
款 

議
会
費
。 

 

（「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 

進
行
致
し
ま
す
。 

 
 

第
二
款 

総
務
費
。 

 

（「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 

進
行
致
し
ま
す
。 

 
 

第
三
款 

民
生
費
。 

 

（「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 
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○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 

進
行
致
し
ま
す
。 

 
 

第
四
款 

衛
生
費
。 

 
（「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 

進
行
致
し
ま
す
。 

 
 

第
五
款 

公
債
費
。 

 

（「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 

進
行
致
し
ま
す
。 

 
 

第
六
款 

予
備
費
。 

 

（「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 

以
上
で
歳
出
を
終
わ
り
ま
す
。 

つ
づ
い
て
、
歳
入
を
行
い
ま
す
。 

第
一
款 

分
担
金
及
び
負
担
金
。 

 

（「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 

進
行
致
し
ま
す
。 

 
 

第
二
款 

国
庫
支
出
金
。 

 

（「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 

進
行
致
し
ま
す
。 

 
 

第
三
款 

財
産
収
入
。 

 

（「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 

進
行
致
し
ま
す
。 

 
 

第
四
款 

繰
入
金
。 

 

（「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 

進
行
致
し
ま
す
。 

 
 

第
五
款 

繰
越
金
。 

 

（「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 

進
行
致
し
ま
す
。 

 
 

第
六
款 

諸
収
入
。 

 

（「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 
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○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 

進
行
致
し
ま
す
。 

 
 

次
に
、
第
二
条 

債
務
負
担
行
為
。 

 
（「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 

進
行
致
し
ま
す
。 

 
 

次
に
、
第
三
条 

一
時
借
入
金
。 

 

（「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 

進
行
致
し
ま
す
。 

 
 

次
に
、
第
四
条 

歳
出
予
算
の
流
用
。 

 

（「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 

以
上
で
議
案
第
一
号
を
終
わ
り
ま
す
。 

次
に
、
議
案
第
二
号 

平
成
二
十
一
年
度
長
野
広
域
連
合
老
人
福
祉
施
設
等
運
営

事
業
特
別
会
計
予
算 

第
一
条 

第
一
表 

歳
入
歳
出
予
算
、
第
二
条 

歳
出
予
算

の
流
用
、
一
括
で
質
疑
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

（「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 

進
行
致
し
ま
す
。 

次
に
、
議
案
第
三
号 

平
成
二
十
一
年
度
長
野
広
域
連
合
長
野
地
域
ふ
る
さ
と
市

町
村
圏
事
業
特
別
会
計
予
算
、
同
じ
く
一
括
で
質
疑
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

（「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 

進
行
致
し
ま
す
。 

次
に
、
議
案
第
四
号 

平
成
二
十
年
度
長
野
広
域
連
合
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て
、
質
疑
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

（「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 

進
行
致
し
ま
す
。 

次
に
、
議
案
第
五
号 

長
野
広
域
連
合
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
者
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
質
疑
を
お
願
い

し
ま
す
。 

 

（「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 

以
上
で
議
案
の
質
疑
を
終
結
致
し
ま
す
。 

議
案
第
一
号
か
ら
議
案
第
五
ま
で
、
以
上
五
件
、
お
手
元
に
配
布
し
ま
し
た
委
員

会
付
託
表
の
と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
の
常
任
委
員
会
に
付
託
を
致
し
ま
す
。 

 

次
に
、議
案
第
六
号 

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
を
議
題
と
致
し
ま
す
。 

理
事
者
の
説
明
を
求
め
ま
す
。 
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広
域
連
合
長 

鷲
澤
正
一
君
。 

 
○
広
域
連
合
長
（
鷲
澤
正
一
君
） 

議
案
第
六
号 

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
れ
は
、
三
名
の
公
平
委
員
の
う
ち
、
竹
内
喜
宜
氏
が
来
た
る
二
月
十
七
日
を
も

っ
て
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
が
、
引
続
き
、
長
野
市
大
字
長
野
桜
枝
町
千
百
七
十
七

番
地
五 

竹
内
喜
宜
氏
を
選
任
し
た
い
の
で
、
地
方
公
務
員
法
第
九
条
の
二
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
竹
内
氏
は
、
弁
護
士
で
ご
ざ
い
ま
し

て
、
現
在
は
、
長
野
市
公
平
委
員
会
委
員
に
御
就
任
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

何
と
ぞ
御
同
意
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
以
上
で
す
。 

 ○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 

以
上
で
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。 

お
諮
り
致
し
ま
す
。 

本
件
に
関
し
て
は
、
質
疑
、
討
論
、
委
員
会
付
託
を
省
略
し
て
直
ち
に
採
決
に
入

り
た
い
と
思
い
ま
す
が
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 

（「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

採
決
を
行
い
ま
す
。 

本
件
を
原
案
の
と
お
り
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君

の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 

（
全
員
起
立
） 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 

全
員
賛
成
と
認
め
ま
す
。 

よ
っ
て
、
本
件
は
原
案
の
と
お
り
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
す
る
こ
と
に
決

し
ま
し
た
。 

 
 

た
だ
今
か
ら
、
常
任
委
員
会
開
会
の
た
め
、
こ
の
際
、
午
後
四
時
ま
で
休
憩
致
し

ま
す
。 

お
手
元
に
配
布
の
一
覧
表
と
お
り
場
所
を
定
め
ま
す
の
で
御
連
絡
を
申
し
上
げ
ま

す
。 

  

 
 

（
休
憩
）
二
時
十
三
分 

   
 

（
再
開
）
四
時
三
十
分 

  

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 

休
憩
前
に
引
き
続
き
会
議
を
開
き
ま
す
。 

議
案
第
一
号
か
ら
議
案
第
五
号 

以
上
五
件
、
一
括
議
題
と
致
し
ま
す
。 

各
委
員
会
の
審
査
が
終
了
致
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
よ
り
委
員
会
の
審
査
の

経
過
並
び
に
結
果
に
つ
い
て
、
各
委
員
長
か
ら
報
告
を
求
め
ま
す
。
初
め
に
、
総
務

委
員
会
委
員
長 

善
財
文
夫
君
。 
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○
総
務
委
員
会
委
員
長
（
善
財
文
夫
君
） 

十
五
番 

善
財
文
夫
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

私
か
ら
長
野
広
域
連
合
議
会
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
議
案
の
審
査
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

審
査
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元
に
配
布
さ
れ
て
お
り
ま
す
総
務
委
員
会

決
定
報
告
書
の
と
お
り
決
定
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

以
上
で
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 
以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
総
務
委
員
会
委
員
長
の
報
告
を

終
わ
り
ま
す
。
続
い
て
、
福
祉
環
境
委
員
会
委
員
長 

西
澤
今
朝
人
君
。 

 

○
福
祉
環
境
委
員
会
委
員
長
（
西
澤
今
朝
人
君
） 

十
七
番 

西
澤
今
朝
人
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

 
 

私
か
ら
、
長
野
広
域
連
合
議
会
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
福
祉
環
境
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
諸
議
案
の
審
査
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

審
査
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元
に
配
布
さ
れ
て
お
り
ま
す
福
祉
環
境
委

員
会
決
定
報
告
書
の
と
お
り
決
定
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

次
に
、
委
員
会
に
お
い
て
論
議
ざ
れ
、
広
域
連
合
に
要
望
致
し
ま
し
た
主
た
る
事

項
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

介
護
認
定
審
査
シ
ス
テ
ム
の
改
修
に
よ
る
新
シ
ス
テ
ム
稼
働
後
は
実
態
を
検
証
の

上
、
議
会
へ
報
告
す
る
こ
と
。 

以
上
で
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
福
祉
環
境
委
員
会
委
員
長
の
報

告
を
終
わ
り
ま
す
。 

 
 

た
だ
今
か
ら
、
各
委
員
長
報
告
に
対
す
る
質
疑
、
討
論
、
採
決
を
行
い
ま
す
。 

 

初
め
に
、
総
務
委
員
会
所
管
の
議
案
第
三
号 

平
成
二
十
一
年
度
長
野
広
域
連
合

長
野
地
域
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
事
業
特
別
会
計
予
算
、
質
疑
、
討
論
の
通
告
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
直
ち
に
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 
 

採
決
を
行
い
ま
す
。 

 
 

委
員
長
報
告
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
挙
手
を
求
め
ま
す
。 

  
 
 
 

（
賛
成
者
挙
手
） 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 

全
員
賛
成
と
認
め
ま
す
。 

よ
っ
て
、
委
員
長
報
告
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

次
に
、
同
じ
く
、
総
務
委
員
会
所
管
の
議
案
第
五
号 

長
野
広
域
連
合
特
別
職
の

職
員
で
非
常
勤
の
者
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
、
質
疑
、
討
論
の
通
告
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
直
ち
に
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 
 

採
決
を
行
い
ま
す
。 

 
 

委
員
長
報
告
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
挙
手
を
求
め
ま
す
。 

  
 
 
 

（
賛
成
者
挙
手
） 

 
○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 

全
員
賛
成
と
認
め
ま
す
。 

よ
っ
て
、
委
員
長
報
告
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

次
に
、
福
祉
環
境
委
員
会
所
管
の
議
案
第
二
号 

平
成
二
十
一
年
度
長
野
広
域
連



 18 

合
老
人
福
祉
施
設
等
運
営
事
業
特
別
会
計
予
算
、
質
疑
、
討
論
の
通
告
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
直
ち
に
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 
 

採
決
を
行
い
ま
す
。 

 
 

委
員
長
報
告
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
挙
手
を
求
め
ま
す
。 

  
 
 
 

（
賛
成
者
挙
手
） 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 
全
員
賛
成
と
認
め
ま
す
。 

よ
っ
て
、
委
員
長
報
告
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

次
に
、
同
じ
く
、
福
祉
環
境
委
員
会
所
管
の
議
案
第
四
号 

平
成
二
十
年
度
長
野

広
域
連
合
一
般
会
計
補
正
予
算
、
質
疑
、
討
論
の
通
告
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
直
ち

に
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 
 

採
決
を
行
い
ま
す
。 

 
 

委
員
長
報
告
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
挙
手
を
求
め
ま
す
。 

  
 
 
 

（
賛
成
者
挙
手
） 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 

全
員
賛
成
と
認
め
ま
す
。 

よ
っ
て
、
委
員
長
報
告
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

次
に
、
各
常
任
委
員
会
所
管
の
議
案
第
一
号 

平
成
二
十
一
年
度
長
野
広
域
連
合

一
般
会
計
予
算
、
質
疑
、
討
論
の
通
告
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
直
ち
に
採
決
に
入
り

ま
す
。 

 
 

採
決
を
行
い
ま
す
。 

 
 

委
員
長
報
告
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
挙
手
を
求
め
ま
す
。 

  
 
 
 

（
賛
成
者
挙
手
） 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 

全
員
賛
成
と
認
め
ま
す
。 

よ
っ
て
、
委
員
長
報
告
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
本
議
会
定
例
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
案
件
の
審
議
は
全
て

終
了
致
し
ま
し
た
。 

次
に
、
広
域
連
合
長
か
ら
発
言
を
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
許
可
致

し
ま
す
。 

広
域
連
合
長 

鷲
澤
正
一
君
。 

 

○
広
域
連
合
長
（
鷲
澤
正
一
君
） 

二
月
長
野
広
域
連
合
議
会
定
例
会
の
閉
会
に
当
た

り
ま
し
て
、
御
礼
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

本
日
提
出
致
し
ま
し
た
案
件
に
つ
き
ま
し
て
、
原
案
ど
お
り
御
決
定
を
い
た
だ
き

ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

現
在
、
本
連
合
に
お
い
て
は
、
個
々
の
事
業
課
題
と
し
て
は
、
ご
み
処
理
施
設
の

建
設
や
高
齢
者
福
祉
施
設
の
運
営
を
は
じ
め
、
重
要
な
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す

が
、
同
時
に
、
国
が
新
年
度
か
ら
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
「
定
住
自
立
圏
構
想
」

は
、
今
日
ま
で
長
野
広
域
連
合
十
一
市
町
村
が
協
力
し
て
行
な
っ
て
き
た
「
ふ
る
さ

と
市
町
村
圏
事
業
」
や
「
共
同
処
理
事
務
」
の
在
り
方
を
、
今
後
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
や
広
域
連
合
に
大
き
な
課
題
を
投
げ
掛
け
ら
れ
た
も
の

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 
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こ
の
た
め
、
広
域
連
合
の
今
後
の
在
り
方
と
と
も
に
、
個
々
の
市
町
村
の
「
定
住

自
立
圏
構
想
」
へ
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、
早
急
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。 今

後
と
も
、
事
業
の
推
進
や
広
域
的
な
行
政
の
取
り
組
み
に
対
し
、
議
員
の
皆
様

の
御
支
援
、
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

議
員
の
皆
様
に
は
、
御
健
康
に
十
分
御
留
意
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ま
す
ま
す
の

御
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
、
閉
会
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

○
議
長
（
町
田
伍
一
郎
君
） 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
平
成
二
十
一
年
二
月
長
野
広
域

連
合
議
会
定
例
会
を
閉
会
致
し
ま
す
。 

   
 

午
後
四
時
三
十
八
分 
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地
方
自
治
法
第
百
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
署
名
す
る
。 

 

平
成
二
十
一
年 

 

月 
 

日 
     

議 
 
 
 
 

長 
 
 
 

町 
 

田 
 

伍 

一 

郎 
  

副 
 

議 
 

長 
 
 
 

永 
 

井 
 

康 
 

彦 
  

署 

名 
議 

員 
 
 
 

松 
 

木 
 

茂 
 

盛 
  

署 

名 

議 

員 
 
 
 

牛 
 

越 
 

富 
 

男 


